




［2−A］ 等位 1 2 3 4 1 2 3 4
蟹摂 13内転＊  皆祭齊 ○夬○○ 重中重 （開口）
蟹摂 14外転 灰皆祭齊 ○夬○○ 軽中重 （合口）
蟹摂 15外転 泰佳○祭 ○○廢○ 重中軽 （開口）
蟹摂 16外転 泰佳○祭 ○○廢○ 軽中軽 （合口）
＊『韻鏡』「外転」
13転「重中重」：14転「軽中重」，15転「重中軽」：16転「軽中軽」の
ように，まず，〈重中～：軽中～〉で 13転と 14転，15転と 16転の二転
図間の関係（示差的；開口・合口の対立）を示し，さらに，13転「重中
重」：15転「重中軽」，14転「軽中重」：16転「軽中軽」のように〈～中
重：～中軽〉で開口の 13転と 15転，合口の 14転と 16転の二転図間の関
係（示同的；同一韻扱い・韻の併合）及び転図としてのそれぞれの併合
（同一転図扱い）を示している。また，〈重中～〉と〈重中～〉で開口の 13




























音で示せば，皆韻 - ai，夬韻 -ai；佳韻 - a，麻韻 -a ──と推定されるの
で，このような転図構成・韻の配置が取られたものと考えられる。
［2−B］ 等位 1 2 3 4
臻摂 21外転 ○山元仙 重中軽 （開口）
臻摂 22外転 ○山元仙 軽中軽 （合口）
臻摂 23外転 寒刪仙先 重中重 （開口）
臻摂 24外転 桓刪仙先 軽中重 （合口）
２ 『七音略』『韻鏡』の構造と原理（蠱）
〈重中～：軽中～〉で 21 転と 22 転，23 転と 24 転の二転図間の関係
（示差的；開口・合口の対立）を示し，さらに，〈～中軽：～中重〉で，開






















［2−C］ 等位 1 2 3 4
宕摂 36外転 ○庚庚清 重中軽＊ （開口）
宕摂 37内転＊＊ ○庚庚清 軽中軽 （合口）
宕摂 38外転 ○耕清青 重中重 （開口）
『七音略』『韻鏡』の構造と原理（蠱） ３
宕摂 39外転 ○耕清青 軽中軽 （合口）
＊『等韵名著五種』所収本「重中重」
＊＊『韻鏡』「外転」




























［2−D］ 等位 1 2 3 4
臻摂 17外転 痕臻真○ 重中重 （開口）
臻摂 18外転 魂○諄○ 軽中軽 （合口）
臻摂 19外転 ○○欣○ 重中軽 （開口）
臻摂 20外転 ○○文○ 軽中軽 （合口）


































［3−A］ 等位 1 2 3 4
江摂 3外転＊ ○江○○ 重中重 ＊『等韵名著五種』所収本「内転」
──────────────────────
流摂 40内転 侯○尤幽 重中重
──────────────────────







［3−B］ 等位 1 2 3 4
通摂 1内転 東○東○ 重中重





















- eu ＝＝ - eu
2転 冬韻 -u






2転 鍾韻 -iu ＝＝ -iu
［3−C］ 等位 1 2 3 4
效摂 25外転 豪肴宵蕭 重中重



















［3−D］ 等位 1 2 3 4
咸摂 31外転 覃咸鹽添 重中重
咸摂 32外転 談銜厳鹽 重中軽＊ ＊『等韵名著五種』所収本






































中古音 慧琳音 中古音 宋代音































厳韻 -im 凡韻 -im












（重紐甲）添韻 -em 添韻 -em
6. 5 （4）同摂・同内外・同韻間（それに準ずる）における七転図で，開
口・合口の対立を持つ場合。
等位 1 2 3 4 1 2 3 4
止摂 4内転 ○○支○ 重中軽 内重 （開口）
止摂 5内転 ○○支○ 軽中軽 （合口）
止摂 6内転 ○○脂○ 重中重 （開口）
止摂 7内転 ○○脂○ 軽中重 内軽 （合口）
止摂 8内転 ○○之○ 重中重 内重 （開口）
止摂 9内転 ○○微○ ○○廢○ 重中重 内軽 （開口）













































4重中軽 内重 6重中重 0／（内軽） 9 重中重 内軽
支韻 脂韻 之韻 8重中重 内重 微・廢韻























中古音 『七音略』 中古音 『七音略』
［開口］ ［合口］
支韻乙 -ie 支韻乙 -iue
脂韻乙 -iei 脂韻乙 -iuei






















微韻乙 -ii 微韻乙 -iui
廢韻 -ii












（重紐甲）脂韻甲 -（j）iei 脂韻甲 -（j）iuei
祭韻乙 -iuai











































































































等位 1 2 3 4 1 2 3 4 『韻鏡』『七音略』
通摂 1内転 東○東○ 開 重中重
通摂 2内転 冬○鍾○ 開合 軽中軽
──────────────────────────────────
遇摂 11内転 ○○魚○ 開 重中重
遇摂 12内転 模○虞○ 開合 軽中軽
──────────────────────────────────
止摂 4内転 ○○支○ 開合 重中軽 内重
止摂 5内転 ○○支○ 合 軽中軽
１６ 『七音略』『韻鏡』の構造と原理（蠱）
止摂 6内転 ○○脂○ 開 重中重
止摂 7内転 ○○脂○ 合 軽中重 内軽
止摂 8内転 ○○之○ 開 重中重 内重
止摂 9内転 ○○微○ ○○廢○ 開 重中重 内軽
止摂 10内転 ○○微○ ○○廢○ 合 軽中軽 内軽
──────────────────────────────────



























































等位 1 2 3 4 『韻鏡』『七音略』
臻摂 17外転 痕臻真○ 開 重中重
臻摂 18外転 魂○諄○ 合 軽中軽
臻摂 19外転 ○○欣○ 開 重中軽






等位 1 2 3 4 『韻鏡』『七音略』
咸摂 39（31）外転 覃咸鹽添 開 重中重
咸摂 40（32）外転 談銜厳鹽 合 重中軽
咸摂 41（33）外転 ○○凡○ 合 軽中軽
───────────────────────────────
效摂 25外転 豪肴宵蕭 開 重中重
效摂 26外転 ○○○宵 合 重中重
───────────────────────────────
流摂 37（40）内転 侯○尤幽 開 重中重
───────────────────────────────
深摂 38（41）内転 ○○侵○ 合 重中重
これらは，いずれも唇音韻尾（-u, -m/-p）を持つもので，開口・合口の
対立は存在しない。
39転と 40転・41転の〈開：合〉は，「開口・合口」の対立のない場合
『七音略』『韻鏡』の構造と原理（蠱） １９
の〈～中重〉：〈～中軽〉注記（1転：2転，11転：12転も参照）のよう
に，「同一韻扱い」としての用法と考えれば，韻の併合（合流），転図とし
ての併合を示していると解される。25転と 26転の〈開：合〉も，26転が
「重中重」とあるので，問題はあるが，宵韻が両転図に配されているの
で，「同一韻扱い」としての用法と考えることができる（6. 4［3−C］参
照）。
しかしながら，37転〈開〉と 38転〈合〉については，〈開：合〉のよ
うに見えるが，これは転次として連続しているだけであって，韻摂・韻
（韻母）を異にするので，「同一韻扱い」としての用法と考えることはでき
ない。37転・38転は，「一摂一転図」の「重中重」注記に対応するので，
〈開〉或いは〈合〉ではなく，3転江韻と同じように〈開合〉注記であっ
た方が相応しいと考えられる。
〈開：合〉注記で「同一韻扱い」（示同的；韻の併合・合流）としての機
能を果たしている 39転：40転・41転，25転：26転は，いずれも韻の配
置・韻の組合せによって転図間の関係が示されている場合であって，上記
の〈開合〉注記の場合とは異なっていることが注目される。すなわち，こ
のような用法の〈開：合〉注記と上記の〈開合〉注記は，いわゆる相補的
な関係にあるということである。従って，〈開：合〉注記は，「開口・合
口」の区別を示すのが基本であるから，〈開：合〉注記で韻の併合（合
流）を示す場合は，「開口・合口」の対立のない韻（転図）の場合に限ら
れるということになる。これは，〈～中重〉：〈～中軽〉における開口韻の
ペア或いは合口韻のペアの用法と同じ機能を担っていると考えることがで
きる。
7. 3 以上のような検討結果から，『韻鏡』の〈開・合・開合〉注記──
上記の〈開合〉〈開：合〉──は，転図間の関係を示す機能（示同的；韻
の併合・合流）を担っていると考えることができる。すなわち，『七音
略』の〈重軽〉注記の機能を受け継ぐものとして，『韻鏡』の〈開・合・
２０ 『七音略』『韻鏡』の構造と原理（蠱）
開合〉注記が導入された可能性が大きいということである。従って，この
ような観点からすれば，『韻鏡』の作者は，『七音略』の〈重軽〉注記をそ
のまま受け継がないで，なぜ，新たな〈開・合・開合〉という注記を導入
したのかが問題となるであろう。これについては，〈等韻図〉の継承関係
の歴史において，『七音略』の〈重軽〉注記の本来の機能が十分に理解さ
れなくなっていったことがその背景にあると本稿の筆者は考えている。
すでに述べたように，『七音略』の〈重軽〉注記は，それだけで独立し
て機能しているわけではなく，転図構成や転図構造との関係において相補
的・補完的な機能を果たしている。そのために，転図によっては，〈重
軽〉注記がなくても，韻の配置・韻の組合せによって，韻の対立と併合の
関係を理解することのできる場合も少なからずあったと考えられる。その
結果として〈重軽〉注記の機能が十分に理解されなくなっていったことが
想定されるのである。
『七音略』の〈重軽〉注記がこのような事情にあったとすれば，「重中
重」：「軽中軽」が基本的には「開口・合口」の区別に対応することから，
「開口・合口」の区別を基本とした転図間の関係を示す新たな注記とし
て，〈開・合・開合〉という三分類の注記が導入されたことは，それほど
不自然なことではないと考えられる。すなわち，『七音略』の〈重軽〉注
記の機能を受け継ぎつつ，「開口・合口」の対立をより明確に示すことの
できる注記が採用されたと考えることができるからである。
この『韻鏡』の〈開・合・開合〉という三分類は，声母の分類原理であ
る〈清・次清・濁・清濁〉の「清・次清」：「濁」：「清濁」という三分
法（43）と軌を一にするものと考えられる。恐らく，「清・濁」による組合せ
と平行させて「開・合」の組合せを案出したものであろう。すなわち，
「清，濁，清濁，清清，濁濁，濁清」で〈清・濁・清濁〉，「開，合，開
合，開開，合合，合開」で〈開・合・開合〉ということである。しかしな
がら，〈重〉と〈軽〉における〈～中～〉の組合せによる方法に対して，
〈開〉と〈合〉による組合せでは，〈開・合・開合〉の三つしか使えないの
『七音略』『韻鏡』の構造と原理（蠱） ２１
で，転図間の関係を示す注記としては，もともと不十分であったはずであ
る。従って，『韻鏡』の〈開・合・開合〉注記──〈開合〉〈開：合〉──
が転図間の関係を示す機能を実際に担っていたとしても，〈重軽〉注記に
比べて，はるかに部分的・限定的な機能しか果たすことができなかったこ
とは容易に理解できる。すなわち，三転図或いは七転図の関係，また四転
図間で「開口・合口」の対立のある場合など，〈開・合・開合〉の三つの
注記で，これらの転図間の関係を示すことは，本来的に無理があるという
ことである。
また，〈開・合・開合〉という三分類の注記の導入によって，皮肉なこ
とに，本来の「開口・合口」の区別も却って不明確になり，さらに，その
結果として〈開合〉注記の機能も十分に理解されなくなってしまったこと
が考えられる。「一摂一転図」の場合の注記として，3転〈開合〉，37転
〈開〉，38転〈合〉とあって，『七音略』がいずれも「重中重」とあるのに
比べて，不統一で整合性に欠けていることや，また，韻の配置・韻の組合
せによって転図間の関係が示されていない場合でも，17転～20転のよう
に〈開合〉注記が見られないことがあるのも，このような事情を反映して
いると考えることができよう。
いずれにしても，『韻鏡』の〈開・合・開合〉注記の意味するところが
明確でないのは，「開口：合口」の対立を示すとともに転図間の関係を示
す注記として，本来的に不十分な機能しか果たせない〈開・合・開合〉と
いう注記を導入したための結果であると解されるのである（44）。
このような『韻鏡』の〈開・合・開合〉注記は，『切韻指掌図』の〈開
・合・獨〉のような「開口・合口」の対立に基づく明確な注記──〈獨〉
は「開口・合口」の対立のない転図（韻）に対する注記で，しかも〈開・
合・開合〉と同じ三分類の注記──に取って変わられる運命にあったと考
えてよいであろう。ただし，『切韻指掌図』は，韻の併合を大幅に行った
〈等韻図〉であるから，〈開・合・獨〉注記で韻の併合（合流）を示すとい
う機能は当然のことながら担っていない。
２２ 『七音略』『韻鏡』の構造と原理（蠱）
なお，『切韻指掌図』の作成された頃には，『七音略』の〈重軽〉注記及
び『韻鏡』の〈開・合・開合〉注記の意味・機能は全く理解されないもの
になっていたと考えられる。例えば，『四声等子』の〈重軽〉注記が『七
音略』の〈重軽〉注記とは全く異なっていることを見ても，このことは明
らかであると言えよう。
以上，『七音略』の〈重軽〉注記の機能を『韻鏡』の〈開・合・開合〉
注記が受け継いでいるという観点から，その関係を単純化した形で説明し
てきたが，もちろん，「原図」或いは「共通の祖図」から幾つかの〈等韻
図〉（『七音韻鑑』も含む）を経て，現存の『七音略』『韻鏡』が成立した
ということを想定した上でのことであって，直接の継承関係を安易に想定
しているわけではないので，念のために述べておく。
本稿の筆者は，「共通の祖図」の段階で，〈重軽〉注記があったと考えて
いるので，現存の『七音略』の〈重軽〉注記・『韻鏡』の〈開・合・開
合〉注記に問題があるのは，〈等韻図〉の継承関係の歴史において，〈重
軽〉注記・〈開合〉注記の機能の消失に伴う「改変」或いは「誤り」の生
じたことがその原因になっているという可能性はやはり考慮しなければな
らないと考えている（45）。
［付記］本稿は，便宜 4分割して掲載する，その（蠱）である。「注」及び「引用
文献」は最後（蠶）にまとめて掲げてある。
（おぐら はじめ・関西学院大学文学部教授）
『七音略』『韻鏡』の構造と原理（蠱） ２３
